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厚生労働科学研究費補助金（がん対策推進総合研究事業） 

分担研究報告書 

 

（小児・ＡＹＡ世代がん患者のサバイバーシップ向上を志向した妊孕性温存に関する心理支援体
制の均てん化に向けた臨床研究） 

 

研究分担者 氏名 二村 学  

    所属施設名 岐阜大学大学院医学研究科 腫瘍外科学 

職名 臨床教授 

研究要旨 

34 歳女性（独身）、Stage IIIA 乳癌の治療時における妊孕性温存に関するカウンセリ

ングならびに心理支援を行った（本研究に基づく臨床研究として）。その結果を研究事

務局に送付した。 

 

Ａ．研究目的 

 若年乳がん患者のサバイバーシップに重

要な将来の妊娠・出産に関して、がん・生

殖医療における効果的な心理支援を明らか

にし、全国のがん・生殖医療に普及するこ

とを目指す。 

 

Ｂ．研究方法 

遠隔転移のない乳がん初発で39歳以下の独

身女性を対象として、無作為化比較対照試験

を行う。  

➢ 対照群（Ａコース）（対面式心理サポー

ト2回）：O!PEACE冊子教材を対面式で２回（が

ん治療前２回）実施に割り当てられた群  

➢ 統制群（Ｂコース）（通常診療群）：通

常診療としてがん・生殖医療に関するパンフ

レットが配布されるだけで、その他の介入は

一切なく、対照群と同じタイミングでアンケ

ートのみ2回回答するという方式に割り当て

られた群  

 

Ｃ．研究結果 

症例集積中 

 

Ｄ．考察 

症例集積中 

 

Ｅ．結論 

症例集積中 

 

Ｆ．健康危険情報 

特になし 

 

Ｇ．研究発表 

1．論文発表 

 なし 

2. 学会発表 

なし 

 

Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 

（予定を含む。） 

１．特許取得 

なし 

 

２．実用新案 

なし 

 

３．その他 

なし 


